













































部泊沢地における農民運動 (l)J (U"富大経済論集.0，第16巻 l・2号， 1-3ページ)
を参照。
(2) この点についてはさしあたり Finberg， H. P.R. (ed.)， The Agrariαn History of 
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A.J.&R.H.Tawney，An Occupational Cen- 包括する St.Briavelsハンドレドの産業人
sus of the Seventeenth Century，Ec.H.R.，vol. ~ .~"..._ 


















人 口 の % 
職 業
州全体 St.Briavels 
農 業 46.2 35.0 
毛織物業 15.5 7.9 
金属工業 3.3 7.0 
石 炭 業 4.1 
そ グ〉 他 46.0 


























~ 、 σ3 
人
奉 husbandman) 奉
ンの経営主*ー 八ム の経百営王 公
数 人 人
30+ 1 i 32 
20-30 l 25 
10-20 14 1601 
5 -10 37 213 3 18 
4 22 88 36 
3 26 78 25 75 
2 49 98 103 206 
1 489 I 489 。 。 4，0741 。








































































































域の変遷の詳細については Hart，E .C.， 
The Metes釘rlBounds of Forest of Dean， 
Trαηsαctions ofthe Bristolαηd Glou-








Nichols， H.G.， The Forest of 
Deαn， 1854， M ap ¥0 t ace p.15 
より。
(2) Domesday Bookにおいてはディーン御料林の領域は明示されていないが(Darby， 
H.C.，ed.， The Domesdαy Geography of Midlαnd Englαηd， 1957， pp.30-32) ，1130年
にはこの御料林管理の中心として St.BriavelsCastleが建設されており (Hart，E.C.， 




(3) ここでの検討は周知のトーニ一夫妻の研究に依存する(A，J.&R.H.Tawney， An 0-
ccupational Census of the Seventeenth Century， Economic History Review， vol. V. 
No. 1， pp.25-64を参照)。
(4) この，点については Hart，E.C.， The Hudred of St.Briavels， Trαnsαctions ofthe B-
























(Hart，op. cit.， pp .126-127)。保有地については， 1623年の保有地点検，示談金賦課の













(9) この点については， Birrell， J.， Peasant Craftsmen in the Medieval Forest， Ag-




については， Nichols， H.G.， The Forest of Deαn， 1858， Ne.w Edition， 1966，pp.l3-15， 
123-124， do.， Iron Mαking in the Olden Times， 1866， New Edition，1966， pp}l-
82を参照。
(1) 御料林管理体制が整備された13世紀の役人は次のごとくである。すなわち，ディー
ン御料林の最高責任者として Constableof St. Briavels Castle and Warden of the 
Forest of Dean，次いでdeputyconstable，その下に Foresters-offee (9 -10名)，
Sergeants-of fee (8 -12名)， Woodwards， Sub-foresten Verderers (4名)，
Regarders (12名)が任命され， Foresters以下の役人の下にはそれぞれ若干の下役
人がおかれている (Hart，op.cit. pp.16-17)。これに対して， 1565年の記録によれば，御
料林の役人として ConstableW arden， deputy constable， the constables b0wbearer， 
9 rangers， 1 master or chief forester and his bowbearer， 9 forester of fee， 7wo-
odwards， 1 riding forester， 2 rangers， 1 bailiff-at-large， 1 beadle が列挙されて
おり，内実はともかくとして，形態としては13世紀のそれと殆んど変りはない(Ibid.， 
p，78)。
(12) 御料林裁判所がかなり定期的に開催されていたことについては Hart，op.cit.， pp}8 
-82， 86を参照。




る条令が制定されたことに現われている (Scrivenor，H.， History of the Iron Trade， 
1841， New Edition， 1967， pp.3:5-37を参照)。






時期 借主名とその身分 契約 の内容， その他
1610. 3月 Sir. E .Wintour 520aの雑木林の20年間の借地.借地料f:80 
(Lydney Manorの領主) 材木用樹を除く.Timber伐採のかどで告訴
される.
1611. 3 .16 S. H. Herbert (後のウスター 伯) 上記Wintourが材木用樹伐採のかどで告訴さ
H.Poole及びSirG.Huntley れたため，上記借地を獲得.
1611. 6 .14 G.Bridges， W Hall， T.Culpe- 年 2万2千コードの薪と1，500トンの材木の10
pper 年聞の伐採権.薪 1コードにつき 3s，木材l
(Wintourとシュルー ズベリ伯のfront) トンにつき 8s.を支払争.









1613. 5 .31 Sir Basil Brook 2 forgesと 1furnaceの15年間の貸与.(いal&Ba町) 年 6千コードの薪の採取に対し， 320トンの鉄
Worksの1員 で支払う.
樫の若木，生木を除く.
R.TomlinとG.Moor 2 furnacesと 3forgesの15年間の貸与.
(シュルーズベリ家執事) 条件は上に同じ.
1621. 4 . 6 R.Challoner 上記の 2leasesは1618年，国王に回収きれ，
R.Harris (コーンウオールの それを 7年間再貸与. 1625年，告訴される.
錫商人，金貸)
1625.3 .23 Sir.E. Villers. 西北部の大林地 Mailscotをfeefarmとして
下賜される.年地代f:20. 
1625年 T. Flower SneadとKidnallのcoppiceを貸与される.
Sir.R.Catchmay， Kt Whitemead Parkにおける4，000コードの薪
の伐採と木炭製造権. f: 800の支払.
1627. 3 .15 Sir.J .wintour Abenhall， Blythおよび BlakeneyのWort-
(前記E.Wintourの息子) hornsとWhitechurchにおける4000コード
の薪の伐採権.f:1，266 13 s. 4d.の支払.
-11 
一 163-





1627.12.4 Iペンブルク伯 |薪用材の供給に対して 2年分f:6600を前払す
る条件で，国王の製鉄業を新たに21年間貸与
される.
1627.12月 I Sir Basil Brook べンブルクより上記製鉄業を又借.
G.Mynne (ロンドンのカンパ I1コードにつき 1s.をペンブルクに支払う
ニーの代理人) I BradleyとWhiteCroftにそれぞれ 1forge 
Th.Hackett (Brookのパート|を有し，大量の木材を使用.
ナー)
1628.8月 IW.Murray I 'Morewood， Littledean Wood， Bleys BaI一
(bedchamberの馬丁) i leyにf:800以上の価値ある材木用樹」を下賜
される
1臼6.7 .12 I Sir.B.Throckmorten， Bt. 年12000コードの薪の21年間の採取権.

















Hart， op.C it.， pp .88-126より作成.
??
-164ー
(18) Ibid.， pp.99， 109， 131参照。
(19) 例えば，伝統的な御料林管理制度の要職にある SirB. Throckmortonは製鉄業者の
濫伐に対する攻撃の先頭に立ち (Hart，op.cit.， p.97)，農民の同情者であるかのごとく
であるが，他方では自らも製鉄業の利権を求めていたのであり(前掲表， Hart.， op. 
cit.， p，l05参照)，彼の任務の遂行も個別利害追求のための手段にすぎなかったとも
いえよう。。0) Hart，op. cit.，p.92. 































保有規模 保有者数 放 牧 f差 グ〉 規 模(エーカー)
(エーカー) 5 5 10 20 30 40 50 60 70 80 
有しない|
下以 言十 保有者1650年 1658年 10 20 30 40 50 60 70 80 90 
40-50 3 2 l 1 2 。
30-40 1 2 1 l l 
20-30 1 1 1 1 。
10-20 9 9 2 1 1 1 l l 7 2 
5 -10 9 15 2 2 2 1 2 9 6 
5- 35 38 13 3 3 2 2 1 24 14 
計 58 * 67** 15 7 7 4 4 3 2 l 1 (442a) (467 a ) 44 23 
* 1650年の保有者中，自由保有農 4人，他は謄本保有農.











なく，中小農の階層がなおかなりの比 表 4 Ashdown Forestにおける放牧権の規模
率をしめていたものと思われる。きら (1658年)




162.5 100 l 1 
90-100 55-61 
80-90 49-55 5 4 
70-80 43-49 2 1 
60-70 37-43 6 2 
50-60 31-37 1 l 
40-50 25-31 8 5 
30-40 19-25 25 2 
20-30 12-19 31 4 
10-20 6 -12 43 2 
5 -10 3-6 39 l 
5 3 53 l 
241 24 
日十







































官員 地 役人名 役名ないし職務 手当(1年当) 所在資産概要
The House & 
keeper，および 家馬具1，鹿， 家財， 牛44，Park of H.ffoyce，gent f:6. 40 s. 
Cheseworth understeward 
100. 
Knapp Park W. Skotera11 keeper 牛14，馬2，豚10の放牧権 牛乾草10110，9羊荷54.，馬13
G.Bernard under-keeqer 6，豚6 1 
Sedgwick 
f: 4.11s. 4 d. 鹿豚10. Park W Barwyck keeper 100. 
Bewbush & f: 6. 20d. 鹿100.
She11ey Park J. Berde keeper 牛9，馬20の放牧権
Lyttle Park J. Myles keeper 4牧Os権.，若干の牛の放 鹿80.
J.Roo wa ter -bay liff 
Th.Bradbridge bailiff errant 26s. 9 d. 
f:.4 
Manor of SirJ. Sheriff 製監鉄督業の管理， 牛は製44鉄，乾業草関2係0の荷資，他産Shefield H.ffoyce 
H TR5h1HMr MoJ nivSck ehe e rlff 
向上
Forest of 1 Ranger 60s.1Od.，若干の放射韮 すべて製鉄業関係
Wor.th k向eep上er 4Os.， " の資産R.Cowstock " " 









かし，これらの領地の財産目録をみると， Sheffield ManorとWorthForest 
の場合は製鉄業関係の資産が大部分をしめ，いずれもその中に溶鉱炉furnace







































(エー カー ) t:. s. d. 保有者 保有者
f:1.4d. 122 1 1. O. 4 1 
5 -9 s. 30-54 6 12. 6. 6 1( 17 a ) 4 
2 -5 s. 12-30 5 18. 9 2( 44 a， 45 a ) l 
1-2s. 6 -12 12 15. 6 
1 S.- 6- 12 6. 5 2 ( 60a， 15 a ) 2 
5十 36 5. 7. 6 8 
(約600a) shley Mills， Colst-






















ラ借 地 関 係
数





( 6 a 
40-60 5 向上.向上2人 (28a， 24 a ) 
20-40 2 向上.
10-20 3 向上.向上2人(50a，小地片)
5 -10 1 向上.
























(5) この表は「発展方向J 3ページの表 1および5ページの表2を簡単化して示したも
のである。
(6) 詳細は「発展方向J 2 -6ページを参照。
(7) この表は「発展方向J 7ページの表3を要約して示したものである。
(8) これらの点についての詳細は「発展方向J 7 -9ページ参照。
(9) 実際には，御料林管理体制は弛緩しつつあり，御料林制に対する違反を有効に取り
締まることができないという状態であり (Turner，E.，Ashdown Forest， Sussex A-













hdown Forest al'.d 1ts 1nclosures， Sussex Archaeological Collections， vol.81， PP. 
121-139を参照)。
(12) これらの領地は1546年代まで第 3代ノーフォク侯 Thomasに属し，その公権喪失に
よって国王に没収され， 1547年， Thomas Lord Seymourに下賜されたが，今度はこ
の Seymourが投獄されたため，再び王領地に編入された (i安配構造J103ページ，註
(2)を参照)。この没収所領は表 5に示された諸領地の他にBaronyof Bramber， Barony 
of Lewes， Borough of Shorehamを含んでいるが，それらの領地は林野地域から離れ
ており，かつ，資産の記録がないので，ここでは検討の対象とならない。
(13) 前記の領地のうち， Cheseworth ParkとSedgwickPark，およびその周辺にあっ
て相互に隣接する AshleyMills， Colstaple， Horshamにある若干の土地，ならびに
St.Leonards Forestは， 1602年，国王から JohnCarril of Hartingに60年聞の期間
で一括貸与され，その権利はチャールズ I世のとき息子の JohnCar・ril に受け継がれ
て，市民革命にいたっている(i支配構造J100ペー ジ， 103ページ註(1)を参照)。
。 これらの言己録は HenryEllis， K.H.， 1nventories of Goods ，&C.， inthe Manor of Ch-
eseworth， and Sedgwick， and other Parks， the Manor Place of Sheffield， and in 
the Forest of Worth， with the 1ron -works blonging to the Lord Admiral Seymour; 
at the time of attainder， taken 1549 (Sussex Archaeologicαl Collections， vol. XII， 
PP 120-131)に収録されている。
(15) Sussex Archaeological Collections， vol. XII， PP .127-130を参照。
(16) Lyttle Park in the Forest については言己主義の中で特iに~#.明がないが，おそらく， St. 
Leonards Forestのことであろう。この地域のForestは東から St.LeonardsForest 




あろう。議会派の調査記録によれば， St.Leonards Forest ではかなりの程度に製鉄
業が発展していたことが明らかであり (Sussex A rchαeological Collections，vol.XXN， 





















ことが明らかであり， Grafton， Aldrington， Greens Norton， Holdenbyを除い
て，耕地の比率が高く，そして，こうした特徴は保有地の大小に関わりなく見
られるのである?だ、が，放牧地の比率の高いマナーについてさらに検討すると，

















記録面積 耕 地 放採牧草地地， その他
て7 ナ
(エー カー ) (%) (%) (%) 
① Grafton 1660 877 27.0 73.0 
② Hartwell " 831 72.9 27.1 
③ Aldrington " 750 47 53 
④ Ashton " 1109 78 10 12 
⑤ Brigstock 1650 310 68 29 3 
⑥ Chacombe " 57 76 12 12 
⑦ Chelveston " 614 85 12 3 
③ Greens Norton 1660 3358 30 70 
⑨ Grimscote 1650 501 80 14 6 
⑬ Higham Ferrers " 1356 46 20 34 
⑪ Holdenby " 1194 90 10 
⑫ Moorland &Potterspury " 435 63 22 15 
⑬ Pury " 170 60 13 27 
⑬ Stoke Bruern " 1104 60 22 18 
⑮ Little Weldon " 247 23 2 75 
① Grafterr 1526 953 23.8 59.9 16.3 
② Hartwell " 680 65.1 34.9 
② Hartwell 1605 543 71.25 28.75 
① Grafton 1619 2468 55.2 35.5 9.3 
① Grafton . ~ 
1760 50.5 49.5 
② Hartwell 
Lennard，R.， Rurαl Northamptonshire under the Commonweαlth， Oxford Studies in Social 















三でご 時 ド・4 トー CJ可 hζ:; c.n 。ι心 σ。)g UCD コ1 g cコトC.コ; + 百十期 仁丹 ドCーコ トc:;・ cιd コ C。コ、トcCーココ・a U8 1 
① ~~::~.~:11 } 1650 14 7 7 2 6 5 8 2 l 52 ② Hartwell 
③ Aldrington 1660 6 8 2 16 
④ Ashton 1 l l 4 3 2 11 
⑦ Chelveston 1650 1 2 4 2 9 
⑧ Greens Norton 1660 5 1 3 2 1 11 9 3 1 I 35
⑨ Grimscote 1650 2 4 1 7 
⑬ Higham Ferrers 1 1 I 10 2 5 6 6 1 2 33 
⑫ Moorland & Potterspury 1 3 8 2 1 2 2 1 19 
⑪ Stoke Bruern 1 5 l l 2 5 5 3 22 
① Grafton 1526 5 l 5 12 
② Hartwell 1 2 l 8 2 1 14 
② Hartwell 1605 4 2 3 5 8 l 24 
① Grafton 1619 26 12 9 3 I 11 14 5 4 l 85 












注 (1) ここでの検討は主として Lennard，
Rurαl Northαmtonshire under 
the Commonweαlth， Oxford Stit司






















①は Leadam，The D…向。fInclosuresにより 1517年まての
図込の場所を示したものである包
① Grafton ⑥ Chacombe I[D Holdenby 
C2J Hartwell ① Chelveston ⑫ Moorland & Potterspury 
①~⑬の数字で表示してその分布 二i Ji (3) Aldrington ⑧ Greens Norton (j) Pury 
を示すと，次の図のとおりである。 ④ Ashton ⑨ Grimscote ⑬ Stoke Bruern 















④ Ashtonは， 1660年の記録によれば， 512 aの大保有地のうち一部分は Salcey
Forestのへり吋geでなされた開墾地 clearingsから成り，開墾地assarts113 a，林
地 woodland95 aを含むものと記録され， このマナーが御料林の開墾，保有地化に
よって形成されたことが明らかである。⑪ StokeBruernは Ashtonに近接し， 1650 
年の調査記録において第 2の保有地 (100-150a )はすべて林地 wood であるむね
記録されており，他に185aの雑木林 coppiceのあるところからこのマナーが森林部
の開墾によって形成されてきたことが推察される。
⑤ Brigstock Manor は州北部の RockinghamForestに近接し，このマナーについ
て直接の史料はないが，周辺の地域に RockinghamForestから開墾された土地の記
録がみいだされるところから，このマナーも御料林の開墾によって形成されたのでは
ないかと思われる。例えば， Prior Treshamは1 1538年， Brigstock Parishの
Luscottesなる開墾地 assartlandsを購入し， さらに， 1540年， 120 aの林地wood，
250 aの放牧地， 50 aの採草地を囲込み impark，Lyveden Parkをつくる勅許をえた
が，これらの土地はすべて御料林の古い開墾地assartsであった (Finch，M.E ， The 






⑬ Higham Ferrersとこのマナー の一部で、ある⑦Chelvestonは(記録にぱasa parcel of the 












お，議会派の調査記録はここに提示した諸マナーの他に Raunds，Rushden， Irchester， 
Kettering， Ki ngspuryの5領地を含んでいるが，いずれも記録がきわめて簡単であり，
ここでは省略した。
(2) Hartwellでは， 1526年の記録によれば， 123 aと95aの保有地は耕地がそれぞ、れ95a，
及び66aをしめ，他の保有地でも耕地が7-8害IJに達し，こうした特徴は17世紀中
葉にいたるまで変りはない (Lennard，op.eit.，pp.39，71-72， 76-77， 82)。他に
顕著な例をあげると， 1660年， Ashtonでは512a2r10pの最大の保有地のうち耕地が
132a，レイ‘LeyGround' 120 a，開墾地assarts95 a，林地95aであり，耕作の優勢な
ことが推察され，次の204a 2 r20pの保有地では耕地 61去し 耕地とレイ arable
and ley 112 aであって，耕作が支配的である (Ibid.，p.94)01650年， Higham Ferres 
では491aの最大の保有地のうち少なくとも， 223士aは耕地であり，他の139す aも
耕地と思われ，さらに，続く 162a -94 aの5保有地でも耕地が支配的である(品id.，
pp.106-107)。これに隣接する Chelvestonでも116aの第 1の保有地では耕地が支配
的であり (Ibid.，p .98)， Stoke Bruernでは最大の157a 3 rの保有地のうち耕地が
100会aをしめる (Ibid.，p.117)。
(3) Graftonの場合， 1526年，前記の大放牧地(前述24ページ注(1)を除く他の保有地で
はすべて耕地が支配的であり (Lennard，op.，eit， p 71)， 1619年， 582 aの大放牧地を
除けば，次の143a， 142 a， 122 a， 116 aの大保有地ではそれぞれ耕地が5-7割を
しめ， 1650年， 585aの大放牧地以外の GraftonとHartwellの保有地ではすべて耕地
が支配的である。 GreensNortonの場合， 1，715aの最大の借地では放牧地，採草地が
76%をしめ， 208 a， 200 aの借地はすべて放牧地であるが， 109 a以下の保有地はす
べて耕地が支配的である (Ibid.，p.101)。
(4) Graftonにおける大放牧地の形成が主として共同地の収奪によるものであったこと













いたが，例えば， T.Smith， P.Brown，およびR.Churchはそれぞれ 1つ以上の保有地
を占有，かっ，それぞれ別の保有地を又借ないし又貸し， Wid.GoodmanはJ.Eldred
および W.Whitemoreが国王から借地した42aの農地，および， J .ElliotとW.Loving
が借地人であって， しかも A.WhaJleyの保有 tenureとある52aの農地の合計94aを
占有するというように，農業経営の拡大，富農経営の形成の様キ目もかいま見られるの
である (Lennard，op.cit.，pp，35-38)。
(6) 例えば， 1650年の Graftonの記録によれば，なお開放耕地・三圃制が支配していた
が，その解体の若干の徴候が看取される。すなわち， Mrs.Fleetwoodの農地では Hall
Field 14a， Middle HallField 13a， North HallField 14aが「統合」‘consolidate'
きれ，隣接し，それらの耕地はなお収穫後の共同放牧 commonof shackに服したが，
J.Waitの保有地では耕地は 3圃の中 1耕圃では散在地条であり， 2圃においては統
合され， common of shackを脱していた(Lennard，op. cit p54)。また， 1526年の記録
において， レイの記録が現われており，その運営の実態は明らかではないが， 16-17 
世紀前半にかけて何らかの形でレイ農法が行なわれていたことが推察される(Ibid.， 
pp.29， 40， 43， 69， 79)。そして，このような事例は他のマナーでも見いだされる。例
えば， Higham Ferrersでは耕作強制と commonof shackを脱した耕地，すなわち，
いわゆる「毎年地」‘everyyear's land' 62a 2r20pが記録され (Ibid.， p .104)， Ashton 
ではその前段階にある，-common of shackから離脱していない囲込」の事例が記録さ
れており (Ibid.，94)，さらに，殆どのマナーでは， 多かれ少なかれ，レイの記録が










いでも囲込面積は第1位をしめており (E.F.Gay， The Midland Revolt and the Inquisitions 
of Depopulationof 1607，Transactわ間 ofRoyal Historicα1 Society，1904，p.233を参照)，また，
1635-38年の囲込禁止法違反者に対する科料徴収の記録で調査対象となった13州の中





Soke of Peterboronghと中央部の平野地帯に多かったように思われるが (Leadam，
I.S.， The Domesdαy of Enclosures. pp.267-315， Beresford， N.， The Lost Villαges 



































(1) • .， _ ~ム
と不している。これに対して， 円リ述の CheseworthParkと Sedgwick
Parkの場合は領地の圧倒的部分をしめる猟園が廃林され，定期借地化きれ
ることによって農民経営の発展は挫折せしめられ， まったく逆の解決の形
態を示している。これらのことは残存する森林部に対して農民層がさらに
その権利を強化するか，領主がこれを排除して完全な私的所有に転化する
かが林野地域における対立の中心であったことを示している。
¥ 
(3) この点について，全体的な動向を明らかにするためにはきらに多くの個
別事例を集積し，検討することが必要であろうが，市民革命期の農民運動
を検討することによってその輪郭は把握¥しうるであろう。この問題の具体
的な検討は次稿において行うことにしたい。
注 (1) この点については，富岡次郎氏の研究で詳細にのべられているので，それを参照さ
れたい(飯沼二郎，富岡次郎『資本主義成立の研究.D1960年， 216-218ペー ジ)。
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